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っ
て
は
な
ら
な

い
と
あ

る
。
私

の
体
験

で
は
塩

の

手
が
飯
だ
ら
け
に
な
る

の
で
酢
水

で
掌
を
濡
ら
し

早
速
試
し

て
見
た

。
こ
れ
も
奥
深

い
北
国
が
生

ん
だ
贅
沢
な
田
合

の
味
だ

。
家
内

の
覚
え

で
は

、

年
目

憫
２‐
１４
行

阻
成
月
発

島

津

隆

子

度
を
知
る
上
で
貴
重
な
存
在
と
さ
れ
る
。

古
来
よ
り
名
古
屋
城

・
熊
本
城
　
姫
路
城
が
三

名
城
と
い
わ
れ
て
い
る
が

、
熊
本
城
は
明
治
十
年

の
西
南
戦
争
で
、
天
守
を
焼
失

。
名
古
屋
城
も
昭

和
二
十
年
に
大
平
洋
戦
争
で
焼
失
し
た
。
そ
の
後

復
興
し
た
が

、
元
の
建
築
と
は
異
な
る
。

姫
路
城
も
明
治
六
年
の

「
廃
城
令

」
の
後

、
兵

部
省

の
所
轄
に
な
り

、
三
の
丸

一
帯
の
格
や
屋
敷

が
取
り
壊
さ
れ

、
今
は
公
園
化
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
他

の
城
と
同
様
、
大
平
洋
戦
争
時

の
空
襲

で
被
害
を
受
け
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十

一
年
か
ら
八
年
か
け
て
修

理
さ
れ
、
大
天
守

一
棟
と
小
天
守
七
棟
が
国
宝
。

七
十
四
棟
が
重
要
文
化
財

、
そ
の
他

、
国

の
特
別

月
は
前
期
公
費

の
納
入
月

で
す

。
会
員

の
方

前
期
分
九
千
円
を
お
納
め
願

い
ま
す

。
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一
月
講
演

姫

　

路

　

城

と

千

女臣

城
の
変
遷

ＪＲ
姫
路
駅
に
降
り
立

つ
と
幅
広
い
真

っ
直
ぐ
な

道
路
が
延
び
て
い
る
。
そ
の
道
を
十
五
分
ほ
ど
行

く
と
、
遥
か
な
山
上
に
讐
え
る
天
守
群
と
白
鷺
が

舞
い
立
つ
姿
そ
の
ま
ま
の
美
し
い
姫
路
城
が
視
界

に
入
る
。
外
堀
　
中
堀
　
内
堀
が
城
を
三
重
に
取

巻
い
て
い
た
そ
の
音
に
は
、
駅
の
辺
り
ま
で
城
域

だ

っ
た
よ
う
だ
。
広
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
城
が
日
本

一
ど
讃
え
ら
れ
る
理
由
は
三
つ
あ
る
。

一
に
は
城
の
構
造
が
よ
く
整
い
、
均
整
が
と
れ
て
、

姿
、
形
が
美
し
い
こ
と
。

二
に
複
雑
な
縄
張
り
が
巧
み
に
打
た
れ
て
い
る
。

三
に
は
他
の
城
に
比
し
て
天
守
　
櫓
　
塀

・
濠
軍

が
よ
く
現
存
し
て
い
る
た
め
、
わ
が
国
の
城
郭
制

例

会

の

お

知

ら

せ

◎
　
２
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２‐
年
２
月
２５
日

（
水

）

午
後
６
時
～
８
時

〈
ム
　
場
　
目
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

社
会
教
育
館
　
第
２
研
修
室

講
　
演
　
大
田
精

一
氏

テ
ー
マ
　
褐
～
１６
世
紀

の
世
界
と
日
本

自
由
執
筆
は
平
山
善
之

・
中
込
勝
則

松
川
博
光
の
諸
氏
。
締
切
り
　
２
月
末

◎
　
３
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２‐
年
３
月
２５
日

（
水

）

午
後
６
時
～
８
時

〈
ム
　
場
　
目
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

社
会
教
育
館
　
第
２
研
修
室

講
　
演
　
一局
橋
由
貴
彦
氏

テ
ー
マ
　

「
マ
テ
オ
リ

ッ
チ
の
世
界
図
を

中
心
に
し
て

」

自
由
執
筆
は
三
戸
岡
道
夫

・
瀧
澤
中

・

島
津
隆
子
の
諸
氏
。
締
切
り
　
３
月
末
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史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
五
年
に
は
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

姫
満
徴
を
築
い
た
の
は
正
平
元
年

（
一
三
四
六

）

赤
松
貞
範
に
よ
る
。
応
仁
の
乱
後
、
織
田
信
長
よ

り

「
中
国
方
面
軍
司
令
官
」
に
任
じ
ら
れ
た
羽
柴

秀
古
が
対
毛
利
勢
の
拠
点
に
と
修
築
し
た
。

さ
誘
吉
腹
心
の
軍
師
と
し
て
名
高
い
黒
田
官
兵
衛

孝
高
は
当
時
、
家
老
と
し
て
姫
路
城
を
守

っ
て
い

た
。
そ
の
頃
の
播
磨
は
西
に
毛
利
氏
、
東
に
織
田

氏
の
勢
力
が
拮
抗
し
て
い
て
、
ど
ち
ら
に
靡
く
か

意
見
の
分
か
れ
る
処
だ

っ
た
。
し
か
し
、
信
長
の

将
来
性
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
官
兵
衛
の
腹
は
決

っ

て
い
た
の
だ
。

天
正
五
年

（
一
五
七
七
）
信
長
の
命
に
よ

っ
て

播
磨
に
乗
り
込
ん
で
き
た
秀
吉
に
会

っ
た
官
兵
衛

は
、
秀
吉
に
全
面
的
な
協
力
を
約
束
し
た
上
で
、

姫
路
城
の
使
用
を
申
し
出
た
。
こ
う
し
て
姫
路
城

は
秀
吉
の
播
磨
平
定
で
軍
事
的
に
重
要
な
役
割
を

果
し
た
。

そ
の
後
、
関
ヶ
原
合
戦

（
一
六
〇
〇
）
で
の
戦

功
に
よ
り
、
徳
川
家
康
か
ら
池
田
輝
政
が
姫
路
入

城
を
命
じ
ら
れ
た
。

「
西
国
の
将
軍
」
と
謳
わ
れ

た
輝
政
は
そ
の
持
て
る
権
力
と
財
力
で
城
を
大
き

く
築
き
上
げ
た
。

城
に
使
わ
れ
た
石
と
木
材

姫
路
城
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
こ
の
積
み

上
げ
ら
れ
た
巨
石
が

、
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し

て
集
め
ら
れ

、
城
を
形
作

っ
た
の
か
、
驚
異
を
感

じ
る
。
機
械
力
も
電
力
も
無
い
時
代
の
こ
と
、
大

小
の
石
は
樫
や
祥
材
で
造

っ
た
棲
や
車
に
、
大
い

鋼
や
鎖
で
く
く
り
付
け
ら
れ
て
、
動
員
さ
れ
た
何

千
何
百
人

の
人
力
に
よ

っ
て
引
か
れ
た
と
い
う

。

そ
の
石
に
は
関
係
し
た
者
た
ち
の
銘
が
、
色

々
な

形
で
刻
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ

。

本
材
に
は
松

・
杉
　
桧
　
祥
　
桜
な
ど
が
使
わ

れ
て
い
る
。
二
本
あ
る
大
天
守

の
心
柱
の
う
ち
、

東
の
長
さ
２４
　
８

ｍ
根
元
の
直
径
９７

Ｃｍ
の
縦
材
の

方
は
、
明
暦
二
年

（
一
六
五
六

）
、
腐
り
か
け
た

根
元
の
心
を
剖
り
抜
き

、
栂
材
を
詰
め
て
根
継
を

し
た
と
い
う
。
こ
の
接
替
え
年
号
は
解
体
工
事
の

時

、
添
柱

の
塁
書
に
よ

っ
て
解

っ
た
と
い
う
。

城
郭
に

つ
い
て

城
郭
は
土
木
と
建
築
か
ら
成
る
。
土
木
は
濠

土
塁
　
石
里
の
工
事
で
普
請
と
い
う
。
建
築
は
格

・
門
　
塀

・
館
　
蔵

の
工
事
で
作
事
と
い
う
。

普
請
で
は
組
を
張

っ
て
幾

つ
か
の
区
域
に
分
け

て
濠
　
土
塁
　
石
畢
　
建
物

の
位
置
を
定
め
る
。

ル
■
わ
は

こ
れ
を
縄
張
り

・
縄
を
引
く

、
打

つ
と
い
い
、
区

分
し
た
地
域
を
曲
輪
と
い
う
。
こ
の
縄
張
り
が
堅

固
な
城
の
決
め
手
に
な
る
の
で
、
築
城
家
　
軍
学

者
た
ち
は

一
に
縄
張
り

、
二
に
普
請
に
心
を
砕

い

た
よ
う
だ

。

普
請
は
夫
役
と
し
て
領
民
に
課
せ
ら
れ
た
。

自
壁
の
特
徴

今
に
誇
る
姫
路
城
の
美
観
は
偏
に
真

っ
白
な
壁

に
あ
る
。
建
物
の
す
べ
て
の
壁
は
厚
く
塗
ら
れ
て

い
て
、
柱
な
ど
の
木
目
は
見
せ
ず
に
、
上
か
ら
白

漆
喰
で
塗
籠
造
り
に
な

っ
て
い
る
。
わ
が
回
城
郭

建
築
の
新
し
い
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
鉄
砲
の
発

達
に
も
よ
る
が

、
漆
喰
を
自
く
塗

っ
た
の
は
景
観

を
よ
り
優
美
に
す
る
目
的
が
あ

っ
た
。
天
守
が
軍

事
的
な
も
の
か
ら

、
城
主
の
成
厳
を
誇
示
す
る
政

治
的
な
意
義

へ
と
変

っ
た
の
で
あ
る
。

秀
吉
と
中
国
大
返
し

天
正
十
年

（
一
五
八
二

）
姫
路
城
を
出
発
し
た

秀
古
は
備
中
攻
め
を
開
始
．
清
水
宗
治

の
守
る
高

松
城
に
迫

っ
た
。

そ
し
て
、
秀
占
が
得
意
と
す
る
調
略
を
拒
否
し

た
宗
治
に
対
し
て
、
官
兵
衛

の
意
見
を
容
れ
た
秀

占
は
、
水
攻
め
の
戦
法
に
出
た
。

始
ま

っ
た
水
攻
め
の
最
中

、
六
月
二
日
夜
半
の

こ
と
で
あ
る
。
秀
吉
の
許
に

″
明
智
光
秀
謀
叛
に

よ
り

、
本
能
寺
に
て
信
長
殿
生
害

″
の
報
が
届

い

た
。
そ
の
死
を
隠
し
た
ま
ま

、
秀
吉
は
安
国
寺
恵

項
を
呼
び

、
講
和
に
持
ち
込
ん
だ
。
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た
海

政

は

そ

の
持

て
る

権

力

と
則

ｔ

て
嚇

を

大

き

く
築

き
上

げ

た

。

城
に
使
わ
れ
た
石
と
木
材

主
君
の
死
の
報
に
た
だ
驚
愕
し

、
う
ろ
た
え
、

取
り
乱
す
秀
吉
を
叱
咤
激
励
し
て

「
中
国
大
返
し

し

の
芸
当
を
打
た
せ
た
の
は
、
沈
着
な
官
兵
衛

の
助

言
で
あ

っ
た
と
伝
わ
る
。

大
坂
城

の
人
質
と
な
る
幼
な
妻
千
姫

千
姫
は
家
康

の
二
男
秀
忠
と
正
室
お
江
与
と
の

間
に
第

一
子
と
し
て
慶
長
二
年

（
一
五
九
七

）
に

生
ま
れ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
名
門
の
出
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
否
応
な
く
政
略
の
持
ち

駒
と
し
て
政
争
の
具
に
供
さ
れ
る
運
命
を
意
味
す

′●
。そ

れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
千
姫
誕
生
の
翌
年

死
去
し
た
秀
古
の
遺
命
に
従

っ
て
、
幼
い
千
姫
は

秀
吉
の
嫡
子
秀
頼
の
許
婚
に
さ
れ
た
。

や
が
て
、
七
歳
に
な

っ
た
千
姫
は
四
歳
年
１１
の

秀
頼
の
許
へ
興
入
れ
を
す
る
。
こ
の
こ
と
は
千
姫

が
生
涯
を
通
し
て
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
、
ほ
ん
の

前
奏
曲
に
過
ぎ
な
い
。

幼
な
妻
千
姫
の
大
秀
頼
の
母
淀
殿
と
千
姫
の
母

お
江
与
は
、
信
長
の
妹
お
市
の
方
が
遺
し
た
二
姉

妹
な
の
で
、
淀
殿
は
千
姫
の
伯
母
に
当
る
。

だ
が
、
豊
臣
と
徳
川
の
間
の
政
略
結
婚
で
あ
る

以
上
、
血
の
繋
が
り
は
、
か
え
っ
て
淀
殿
の
千
姫

憎
し
の
感
情
を
増
幅
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。

元
和
元
年

（
一
六

一
Ｉ
）
五
月
七
日
か
ら
八
日

こ
れ

を
縫

張

り

・
縦

を

引

く

分
し

た
地

域

を
曲

輪

と

い
う

。

国
な

城

の
決

め
手

に
な

る

の
で
打

イン
と

い

い
　
区

こ

の
縄
張

り

が

堅

、
築

城

家

　

軍
学

に
か
け
て
の
大
坂
落
城
の
ド
ラ
マ
は
壮
絶
だ
。
ゆ

え
に
千
姫

の
大
坂
城
脱
出
に
も
諸
説
が
あ
る
。

実
際
に
は
淀
殿
や
大
野
治
長
ら
が
謀
り

、
秀
頼

の
命
乞
い
の
た
め
千
姫
を
城
外
に
出
し
た
と
い
う
。

千
姫

の
恋

大
坂
落
城
か
ら
三

ヶ
月
後

、
１
条
城
の
千
姫
は

江
戸
へ
旅
立

っ
た
。
そ
の
道
中

、
千
姫
は
警
護
に

当

っ
て
い
た
桑
名
藩

の
美
男
藩
士
を
見
初
め
る
こ

と
に
な
る
。

相
手
は
桑
名
城
主
本
多
忠
政

の
嫡
男
二
十

一
歳

の
忠
刻
で
あ

っ
た
。

忠
刻
の
母
熊
姫
は
信
長
か
ら
自
刃
さ
せ
ら
れ
た

家
康

の
長
男
信
康
の
娘
な
の
で
、
忠
刻
は
家
康

の

曾
孫
に
当
る
。
と
問
け
ば
熊
姫

の
意
図
が
垣
間
見

え
る
政
略
の
匂

い
が
し
な

い
で
も
な

い
。

だ
が

、
忠
刻
と
の
結
婚
を
強
く
望
ん
だ

の
は
千

姫
と
い
わ
れ
て
い
る
。

自
ら
の
意
志
で

一
日
惚
れ
を
し
た
男
性
と
結
ば

れ
る
こ
と
な
ど
、
至
難
の
業
だ

っ
た
時
代

の
こ
と
、

ま
る
で
奇
跡

の
よ
う
に
念
願
を
叶
え
た
千
姫
は
、

悲
劇

の
脱
出
か
ら

一
年
後
に
忠
刻
と
再
婚
す
る
。

姫
路
城
で
幸
せ
な
日

々

千
姫
の
興
人
れ
の
翌
年
、
義
父
忠
政
が
桑
名
か

ら
姫
路

へ
移
封
と
な
り

、
忠
刻
大
妻
も
共
に
姫
路

城
に
移

っ
た
。

よ
り

　

本

競
寄

に

て
任

長

殿

生
官

″
の
郭

か
歴

い

た

。
そ

の
死
を

隠

し

た
ま

ま

、
秀

吉

は
安

国

寺

恵

場
を

呼

び

、
講

和

に
持

ち

込

ん
だ

。

こ
の
回
替
え
の
折

、
義
父
は
二
人
の
た
め
に
三

の
丸
の
武
蔵
野
御
殿
と
西
の
丸

の
中
書
丸
を
造

っ

た
。
ま
た
千
姫
に
は
長
局
と
化
粧
櫓
を
建
て
た
。

こ
こ
で
千
姫
は
御
姫
様
と
呼
ば
れ

、
二
十
二
人

の
侍
女
と
十
六
人

の
下
女
に
か
し
づ
か
れ

、
嫁

い

で
二
年
目
に
は
長
女
勝
姫
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
小

姫
様
に
は
二
人
の
侍
女
が

つ
い
た
と
い
わ
れ
る
。

翌
年

、
嫡
男
華
千
代
に
も
恵
ま
れ
て
、
千
姫
に

と

っ
て
幸
せ
な
月
日
が
流
れ
た
。

し
か
し

、
そ
れ
も
束
の
間
で
、
こ
の
二
年
後

、

あ
れ
ほ
ど
誕
生
の
喜
び
に
浸
り
、
成
長
を
願

っ
た

幸
千
代
が

、
わ
ず
か
二
歳
で
夭
折
し
て
し
ま
う
。

そ
の
四
年
後

、
寛
永
三
年

（
一
六
二
六

）
五
月

、

三
十
歳

の
千
姫
は
結
婚
十
年
目
に
し
て
、
最
愛
の

大
忠
刻
ま
で
病
で
喪

っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
六

月
に
は
姑
の
熊
姫

、
九
月
に
は
母
お
江
与
の
死
去

と
い
う
不
幸
が
千
姫
を
襲

っ
た
の
で
あ
る
。

次

々
に
起
る
不
吉
な
出
来
事
は
秀
頼
母
子
の
崇

り
か
も
し
れ
な

い
な
ど
の
風
間
に
い
た
た
ま
れ
ず

、

十

一
月

、
千
姫
は
九
歳

の
勝
姫
を
連
れ
て
、
三
度

目
の
江
戸
へ
と
戻
る
。
そ
し
て
、
髪
を
短
く
切
り

「
人
樹
院

」
と
号
し
て
竹
橋
御
殿
に
居
住
し
た
。

北
の
丸
殿
と
呼
ば
れ

、
七
十
歳

の
天
寿
を
全
う

し
た
。
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自
由
執
筆

義

勇

軍

行

進

曲

森

下

　

征

二

何
か
と
話
題
が
多
か

っ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

が
無
事
に
終
わ

っ
た
。
日
本
人
選
手
へ
の
パ
ッ
シ

ン
グ
も
懸
念
さ
れ
た
程
で
は
な
く
、
胸
を
撫
で
下

ろ
し
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
◇

一
方
、
競
技
の
方
は
中
国
選
手
の
活
躍
が
日
覚

し
く
、
我
々
日
本
人
も
、
嫌
と
言
う
ほ
ど
中
国
国

歌
を
聞
か
さ
れ
る
嵌
め
に
な

っ
た
。
我
々
は
テ
レ

ビ
を
通
し
、
中
国
と
言
う
国
家
と
、
何
時
の
間
に

か
向
き
合

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
の
国
歌
は

「
義
勇
軍
行
進
曲

」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

一
体
、
ど
の
よ
う
な

歌
だ
ろ
う
か
？
　
先
ず
、
歌
詞
を
日
本
語
に
訳
す

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

起
来

（
起
て
）
―

奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
人
々
よ
！

我
ら
の
血
と
肉
で
築
こ
う

新
し
い
長
城
を
！

中
華
民
族
最
大
の
危
機
迫
る

一
人
ひ
と
り
が
最
後
ま
で

雄
叫
び
を
あ
げ
る
時
が
来
た

起
来
―
　
起
来
！
　
起
来
―

我
ら
皆
が
心
を

一
つ
に

敵
の
砲
火
の
中
を
進
も
う
！

砲
火
を
く
ぐ

っ
て
前

へ
進
も
う
―

前
進
―
　
一削
進
！
　
進
！

さ
す
が

「
義
勇
軍
行
進
曲

」
だ
け
に
、
勇
壮
で

激
越
な

マ
ー
チ
で
あ
る
。
中
国
の
国
歌
は
何
故

、

か
く
も
激
し
く
勇
壮
な
の
か
？
　
そ
れ
に
は
、
次

の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。

一
九
三

一
年

（
昭
和
六

）
。
当
時

、
中
国
で
は
、

蒋
介
石
の
国
民
党
政
府
と
日
本
軍
が
激
し
く
対
立

す
る
な
か
、
毛
沢
東

の
共
産
党
政
権
が
そ
れ
に
絡

ま
り

、
複
雑
な
情
勢
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
九
月

、

日
本
軍
が
満
州

へ
侵
人
す
る
と

、
中
国
人

の
抗
日

運
動
は

一
挙
に
高
ま

っ
た
。

こ
の
時

、
劇
作
家
で
あ
り
詩
人
で
も
あ
る
田
漢

（
テ
ィ
エ
ン

・
ハ
ン
）
は
、
祖
国
の
た
め
に
立
ち

上
が

っ
た
人

々
を
、
映
画

「
風
雲
児
女

‐
の
な
か

で
描
こ
う
と
し
た
。
彼
は
国
民
党
の
弾
圧
を
受
け

な
が
ら
、

一
九
二
四
年
の
末
か
ら

、
三
五
年

の
初

め
に
か
け
て
、
こ
の
映
画

の
梗
概
と
主
題
山

の
歌

詞
を
書
き
上
げ
た
が

、
二
五
年
の
二
月

、
遂
に
、

国
民
党
当
局
に
逮
捕
さ
れ
る
所
と
な

っ
た
。

し
か
し

、
幸

い
な
こ
と
に
、
田
漢
が
作
詞
し
た

「
風
雲
児
女

」
の
主
題
歌
の
歌
詞
は
、
彼
の
逮
捕

の
直
前

、
同
志
で
あ
る
若
き
作
曲
家

、
語
耳

（
ニ

ュ

・
ア
ー
ル
）
に
渡
り

、
彼

の
手
で
秘
か
に
作
曲

さ
れ
る
運
び
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
の

が

、　
〓
我
勇
軍
行
進
曲

」
で
あ
る
。

さ
て
、

「
風
雲
児
女

」
が
Ｌ
映
さ
れ
る
と
、
こ

の
映
画
は
忽
ち

、
中
国
の
青
年
の
心
を
掴
ん
だ
。

特
に
、
そ
の
主
題
歌
は
救
国

の
情
熱
を
弥
が
上
に

も
燃
え
上
が
ら
せ

、
抗
回
戦
線
に
従
軍
し
た
兵
士

の
志
気
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
役
立

っ
た
。
そ
れ
が

後
に
、
毛
沢
東
と
周
恩
来
か
ら
大
き
く
評
価
さ
れ

、

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、

‐
仮

の
」
国
歌
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　
一
九
八
二

年

、
華
国
鋒
政
権
に
よ
り
正
式
の
国
歌
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
定
め
ら
れ
た
国
歌
が

、
限
り
な
く
勇

壮
で
、
非
常
に
激
し

い
リ
ズ
ム
で
あ
る
の
も

、
極

め
て
当
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く

、
中
国

の
国
歌
が
抗
＝
運
動

の
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
我
が
国
で
も
様

々
な
解
釈

を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
こ
の
国
歌
そ
の
も
の
が
、
今
で

も
続
く
中
国
人
の
反
日
感
情

の
源
で
は
な

い
か
…

と
、
考
え
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
。
穿

っ
た
考
え

の
よ
う
だ
が

、
あ
な
が
ち
見
当
違

い
で
は
な

い
か
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新
し

い
長
城
を

―

中
華
民
族
最
大

の
危
機
迫
る

一
人
ひ
と
り
が
最
後
ま

で

も
し
れ
な

い
。
我

々
は

、
中
国
人
が
日
本
人

の
過

去

の
行
為
を
決
し
て
忘
れ
て
い
な

い
こ
と
を

、
改

め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
我

々
日
本

人
に
と

っ
て
、
決
し
て
愉
快
な
話
で
は
な

い
が
、

そ
れ
が
歴
史

の
現
実
で
あ
る
。
両
国
の
間
の
溝
が

そ
ん
な
に
浅
く
な

い
こ
と
を
、
冷
静
に
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
か
と
言

っ
て
、
そ
の
溝
が
決
し

て
埋
ま
ら
な

い
も
の
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
…
…
と
思
う
。
何
故
な
ら
、
中
国
国
歌
の
作
詞

者
と
作
曲
者
は
二
人
と
も
、
日
本
と
非
常
に
強

い

繋
が
り
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
◇
即
ち
、
作
詞
の

田
漢
は
十
八
歳
の
時
か
ら
六
年
間

、
日
本
に
留
学

し
て
劇
作
家
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
し
た
。
作
曲
し
た

晶
耳
も
ま
た
、
ソ
連
亡
命
の
途
上
来
日
し
、
日
本

の
文
化
人
と
交
流
す
る
さ
な
か
、
何
と
、
神
奈
川

県
藤
沢
市
の
鵠
沼
海
岸
で
溺
死
し
た
経
緯
が
あ
る
。

二
人
の
芸
術
家
が
、
日
本
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
は
、
間
違

い
な

い
こ
と
だ
ろ
う

。

考
え
て
見
れ
ば

、
日
本
と
中
国
は
古
く
か
ら
、

互

い
に
強
く
影
響
し
あ

っ
て
来
た
。
そ
の
歴
史
を

考
え
れ
ば

、
両
国
は
未
来
に
向
か

っ
て
、
決
し
て

無
視
す
る
こ
と
も
出
来
な
け
れ
ば

、
離
れ
る
こ
と

も
出
来
な

い
。
何
時
か
必
ず

、
両
国
の
溝
は
埋
ま

る
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

め
に
か
け
て
、
こ
の
映
画

の
梗
概
と
主
題
曲

の
歌

詞
を
書
き
上
げ
た
が

、
二
五
年

の
一
一月

、
遂
に
、

国
民
党
当
局
に
逮
捕
さ
れ
る
所
と
な

っ
た

。

自
由
執
筆

内

藤

家

に
仕

え

た

数

学

者

今

村

知

商

佐
藤

　
健

一

は
じ
め
に

江
戸
時
代

、
名
の
あ
る
数
学
者
を
何
名
も
抱
え

た
藩
と
し
て
は
久
留
米
藩
が
有
名
で
あ
る
。
そ
の

時
の
藩
主
は
有
馬
頼
往
で
自
身
も
か
な
り
力

の
あ

る
数
学
者
で
あ
る
。
数
学
書
も
刊
行
し
た
。

『
拾

磯
算
法

』
を
始
め
と
し
て
多
く
の
著
書
が
あ
る
。

同
じ
九
州

の
延
岡
藩

の
藩
主
内
藤
政
樹
も
ま
た
数

学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
内
藤
家
は
徳
川
譜

代
の
大
名
で
あ
る
が

、
内
藤
政
長
の
時
代

の
元
和

八
年

（
一
六
三
二
）
に
上
総
国
佐
貫
四
万
五
千
石

か
ら
磐
城
国
平
七
万
石
の
大
名
と
し
て
移

っ
た
。

こ
の
地
を
延
享
四
年

（
一
七
四
七

）
ま
で
治
め
、

内
藤
政
樹

の
時
代
に
日
向
国
延
岡
に
転
封
し
、
幕

末
ま
で
続

い
た
。

政
長
は
磐
城
に
入

っ
て
か
ら
は
国
づ
く
り
に
取

り
掛
か

っ
て
い
た
が

、
寛
永
十

一
年

（
一
六
三
四

）

に
死
去
す
る
と
長
子
の
忠
長
が
継
ぐ
。
忠
長
は
ま

も
な
く
忠
興
と
名
を
か
え
る
。
こ
の
忠
興

の
時
代

に
今
村
知
商
を
召
抱
え
た
。
ま
た
、
享
保
十
五
年

も
続
く
中
国
人

の
反
日
感
情

の
源
で
は
な

い
か
…

と

、
考
え
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ

。
穿

っ
た
考
え

の
よ
う
だ
が

、
あ
な
が
ち
見
当
違

い
で
は
な

い
か

（
一
七
三
〇
）
に
当
時

の
藩
主
内
藤
政
樹
は
久
留

島
義
大
を

、
続

い
て
享
保
十
七
年
に
松
永
良
弼
を

召
抱
え
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
録
し
た
資
料
が

「
内
藤
家
文
書

」
と
し
て
現
存
し
て
お
り
、
ま
だ

未
整
理
の
も
の
も
あ
る
が

、
い
ず
れ
に
し
て
も
四

千
五
百
点
以
上
も

の
資
料
で
あ
る
。
今
回
は
今
村

知
商
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

今
村
知
商

内
藤
政
長
の
時
代

、
上
総
回
佐
貫
で
あ
る
が
、

「
九
鬼
水
軍

」

（
関

ヶ
原
戦
で
石
田
三
成
に
見
方

）

の
内
多
く
の
人
を
召
抱
え
た
。
そ
の
中
に
数
学
の

達
者
な
沢
村
勘
兵
衛
が

い
た
。
政
長
は
沢
村
を
郡

奉
行
と
し
て
小
川
江
筋
の
工
事
を
担
当
さ
せ
た
。

か
な
り
の
功
績
が
あ

っ
た
と
い
う
。
内
藤
家
文
書

に
よ
れ
ば
、
馬
の
飼
育
に
も
秀
で
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
政
長
の
子
の
忠
興
の
時
代
に
な

っ
て
も
続

い
て
い
た
。

江
戸
時
代
は
貨
幣
経
済

の
時
代
で
、
人

々
は
そ

ろ
ば
ん
を
使

っ
て
数
計
算
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

京
都
を
中
心
と
し
て
そ
ろ
ば
ん
塾
が
出
現
し

、
そ

の
な
か
で
も
毛
利
重
能
の
塾
は
有
名
で
、
多
く
の

人
が
通

っ
て
い
た
と
い
う
。
毛
利
の
塾
で
は
数
学

も
扱

っ
て
い
た
た
め
か
、
次
の
世
代
を
担
う
数
学

者
を
輩
出
し
て
い
る
。
吉
田
光
由

、
高
原
吉
種

、

今
村
知
商
は
特
に
有
名
に
な

っ
た
。
こ
の

一
人
今
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村
知
商
は
寛
永
十
六
年

（
一
六
二
九

一
に
漢
文
で

書

い
た
数
学
書
の

『
竪
亥
録
」
を
江

戸
で
弟
′卜
の

た
め
に
百
部
刊
行
し

、
翌
年
の
寛
永
十
七
年
に
は

場
し
い
文
で
書

い
た

『
因
帰
算
歌

』
を
刊
行
し
た
。

『
因
帰
算
歌

』
に
は
日
本
最
初
の
平
板
測
量
も
扱

わ
れ
て
い
た
。
今
村

の
弟
子
に
は
水
戸
藩

の
平
賀

保
秀

、
会
津
藩
の
安
藤
有
益
な
ど
が

い
る
こ
と
も

武
士
の
間
で
知
ら
れ
る
も
と
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。内

藤
忠
興
が
今
村
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
こ
の

頃
で
あ
ろ
う

。
藩
内

の
街
道
の
整
備

、
河
川

の
工

事

、
田
畑

の
測
量

、
水
道
…
、
江
戸
へ
の
物
資
の

輸
送
も
重
要
で
あ

っ
た
し

、
磐
城
か
ら
船
に
よ
る

海
上
輸
送
が
困
難
な
地
理
的
な
困
難
を
考
え
る
と
、

街
道
や
河
川

の
整
備
は
欠
か
せ
な
か

っ
た
か
ら
で

あ
る
。

今
村
を
家
臣
に
し
た
か

っ
た
忠
興
は
江
戸
幕
府

の
勘
定
頭
で
あ
る
曽
根
古
次
に
依
頼
し
た
。
そ
れ

か
ら
問
も
な
く
、
寛
永
一
十
年

（
こ
の
年
に
止
保

に
な
る
。　
三
ハ
四
三

）
に
曽
根
が
仲
介
と
な

っ
て
、

今
村
は
内
藤
忠
興
に
仕
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
に
沢
村
勘
兵
衛
が
追

放
さ
れ

、
そ
の
後
承
応
二
年

（
´
六
五
三

）
に
は

今
村
が
郡
奉
行
と
し
て
藩

の
農
政
で
活
躍
し
て
い

る
。
沢
村
が
手
掛
け
た
小
川
江
と

い
う
濯
澱
用
水

を
完
成
さ
せ
た
の
は
今
村
の
仕
事
で
あ

，
か
・‘
今

村
が
磐
城
平
藩
に
仕

●
１

か
ら
、
敗
学
の
研
究
は

認
め
ら
れ
な

い
が
、
数
学
で
得
た
知
識
を
事
業
と

い
う
応
用
面
に
牛
か
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
．

自

由

執

筆

水

野

君

へ

の

便

り

相

原

　

精

次

水
野
君
と
は
私
が
四
十
年
ほ
ど
前

、
奈
良
で
教

員
を
し
て
い
た
当
時

の
教
え
千
で
、
彼
は
大
学
卒

業
後

、
自
宅
の
あ
る
奈
良
市
内
で
本
屋
を
経
営
し

つ
つ
月

一
回
ミ
ユ
コ
ミ
紙

「
ア
ゴ
ラ
通
信

」
を
出

し
て
い
た
。
既
に
横
浜
に
も
ど

ぅ
て
い
た
私
に
何

か
書

い
て
く
れ
と
連
絡
が
あ

っ
た
の
が

´
九
九

ｉ

年
の
頃
だ

っ
た
。
ほ
ん
の
ち

ょ
っ
と
、
と
思

っ
て

引
き
受
け
た
の
が
六

〇
号
あ
た
り
で
、
以
来

一
人

〇
号
ほ
ど
ま
で
、
ほ
ぼ
卜
年
間

、
駄
文
を
送
り

つ

づ
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ

っ
た
。

基
本
的
に

‐
鎌
倉
幕
府
成
立
前
史
―
東
国
か
ら

の
便
り
―

‐
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に

、
良
弁

僧
正
　
万
葉
集
　
天
平
文
化

、
等

々
を
語

っ
て
き

た
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
古
代
史
が
チ
ー

マ
に
な

る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
だ
が

「
鎌
倉
幕
府
成
立
前

史

」
と
銘
打

っ
た
の
は
、　
一
般
に
承
知
さ
れ
て
い

る
歴
史
が
時
代
区
分
と
い
う
名
の
も
と
に
分
断
さ

れ

、
連
続
す
る
歴
史
認
識
が
削
が
れ
て
お
り

、
そ

れ
が
た
め
に
事
象
の
背
景
も

、
展
開
し
た
本
質
も

不
明
な
ま
ま
と

い
う
こ
と
は
多

々
あ
り

、
そ
の
例

と
し
て

「
鎌
倉
幕
府

」
成
立

の
問
題
が
あ
る
と
思

え
た
か
ら
だ

っ
た
。
こ
の

「
ア
ゴ
ラ
通
信

‐
に
掲

載
し
た
も
の
を
後
に
ま
と
め
て

『
鎌
倉
史
の
謎
』

『
天
平
の
母
　
大
平
の
子
』
な
ど
の
本
と
な

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
関
東
に
い
て
は
う

っ
か
り
し
て
し

ま
う
情
報
を

、
今
も
水
野
君
が
と
き
ど
き
知
ら
せ

て
く
れ
る
。
今
年
に
人

っ
て
も

一
月
の
中
頃
新
聞

に
載

っ
た
京
都
府
南
部
木
津
川

の
ほ
と
り
の

‐
馬

場
南
遺
跡

」
発
掘

の
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

古
代
寺
院

の
道
跡
だ
が

‐
続
日
本
紀

」
な
ど
に
記

載

の
な

い

「
神
雄
寺
　
と
書
か
れ
た
墨
書
１１
器
が

出
上
し
た
と

い
う

。
こ
こ
は
橘
諸
兄
が
本
拠
と
し

て
い
た
地
域
で
、
す
ぐ
に
こ
の
人
物
の
名
が
頭
に

浮
か
ん
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
メ
ー
ル
で
送

っ
た
と

こ
ろ
、
数
日
後

「
橘
氏
失
脚
　
消
さ
れ
た
寺
？
」

の
見
出
し
の
あ
る
別
の
新
聞
記
事
を
送

っ
て
く
れ

た
。
そ
れ
ら
を
見
な
か
ら
、
私
は
彼
に
　
想
ネ
す

以
下
の
よ
う
な
手
紙
を
書

い
た
の
だ

っ
た
．
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て

い

用

水

今
村
が
郡
奉
行
と
し
て
藩

の
農
政
で
活
躍
し

る
。
沢
村
が
手
掛
け
た
小
川
江
と

い
う
潅
漑

‘
――
―
　
　
し
、そ
し

　́
メ
ノ
ノ
ー
ー
ナ
ψ
ｌ
，
―
●
　
ｒ
ｉ
フ

僧
正
　
万
葉
集
　
天
平
文
化

、
等

々
を
語

っ
て
き

た

。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
古
代
史
が

テ
ー

マ
に
な

都

」
は

一
平
城
京

‐・
一
個
所
だ
け
で
は
な
く

、
行

っ
た
り
来
た
り
し

つ
つ
、
次
の
長
岡
京
に
移

っ
て

い
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す

。
さ
ら
に
こ
の
長
岡
京

に

つ
い
て
言
え
ば

、
奈
良
時
代

の
終
わ
り
七
八
四

年
、
平
安
京
の
始
ま
り
七
九
四
年
と
あ
る
空
自
の

十
年
の
中
に
入
り
な
が
ら
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
い

ま
し
た
。
そ
し
て
な
お
、
そ
う
し
た
状
況
か
ら
抜

け
切
れ
て
い
な

い
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
は
日

本
史
の
組
ふ
立
て
、
時
代
区
分

（
年
表
の
柱
に
あ

た
る

）
そ
の
も
の
へ
の
疑
問
点

、
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す

。
来
年

、
平
安
遷
都
千
三
百
年
を
祝

お
う
と
い
う
奈
良
市

の
状
況
に
水
を
差
す

つ
も
り

で
は
な

い
の
で
す
が

、

「
日
本
史

」
に
お
け
る
か

な
り
重
要
な
問
題
が

こ
こ
に
は
隠
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
今
度

の
発
掘
の

「
神
雄
寺

」
が
、

『
続
日
本
紀
』
に
も
書
か
れ
て
い
な
か

っ
た
謎
、

と
い
う
の
と
は
本
質
的
に
違

っ
て
、
明
治
維
新
か

ら
始
ま

っ
た
現
在
の
歴
史
学
界
が

「
わ
か

っ
て
い

な
が
ら
目
を

つ
ぶ
り

、
な
お
、
放
置
し
た
ま
ま
で

い
る

」
問
題
な
の
で
は
な

い
か
と
、
思

っ
て
い
ま

す

。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
、
そ
の
点

に
対
す
る
解
答
が
、
近
ご
ろ
見
え
か
か

っ
て
き
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
の
見
え
か
か

っ
て
き
た
解

答
と
は
、
橘
諸
兄
の
扱
わ
れ
方
と
い
う
歴
史
的
状

況
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ

ス

　
　

ィ́

↓
‘

′

２
ぞ

‥

‘

ｔ

ナ
ヽ

′
　
　
千

″

Ｌ

作
１
●

　

Ｈ
ギ

オ

「
フ

以
下
の
よ
う
な
手
紙
を
書

い
た

の
だ

っ
た

。

れ
ま
す
■

紫
香
楽
　
恭
仁
そ
し
て
難
波
と
宮
を
遷
し
た
中

で
、
特
に

「
難
波
京

」
と
諸
兄
と
の
関
係
で
す
。

諸
兄
は
元
正
大
上
天
皇
と
難
波
で

「
難
波
の
皇
都

宣
言

」
を
し
て
い
ま
す

。
こ
れ
は
聖
武
天
皇
が

一

方
に
あ
り
な
が
ら

、
元
正
太
上
天
皇
が
重
作
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
二
重

の
都
が
で

き
あ
が

っ
た
瞬
間
だ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す

（
『
天
平
の
母
　
天
平
の
子
』

ｐ
一
人
三

・

二
〇
五

）
◇

『
万
葉
集

』
に
も
諸
兄
と
元
正
大
上

天
皇
と
が
楽
し
そ
う
に
難
波

の
堀
江
で
船
遊
び
す

る
様
子
が
歌
と
し
て
載

っ
て
い
ま
す

（
『
天
平
の

母
　
天
平
の
子
』

ｐ
一
人
三

）
。

再
び
こ
の
こ
と
を
忌
憚
な
く
表
現
す
れ
ば

、
中

国

の
唐

の
時
代
に
も
あ

っ
た
複
都
制

、
と
い
う
こ

と
と
は
ま

っ
た
＜
意
味
の
違
う

、
ほ
ん
の
わ
ず
か

な
間
で
も
二
都
分
裂

の
状
況
が
天
平
十
六
年

（
七

四
四

）
頃
に
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す

。

「
奈
良

時
代

」
は
平
城
京

の

一
都
だ
け
で
な
く

、
い
く

つ

に
も
分
断
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
中
に
は
二
帝
の
並

ぶ
分
裂
し
た
都
さ
え
あ
り
得
た
、
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な

い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
こ
と
の

中
心
に
い
た
人
物
が
橘
諸
兄
だ

っ
た
の
で
す
。

「
諸
兄

の
伝
記

」
を
書
こ
う
と
す
れ
ば
こ
の
こ
と

を
避
け
て
通
れ
な

い
こ
と
に
な
り

、
諸
見
を
語
る

寒
中
御
見
舞

朝
日
新
間

の
記
事

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
記
事

、
私
の
見
て
い
る
朝
日
新
聞

（
東
京
版

）

に
は
な
か

っ
た
も
の
で
、
大
変
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
。
こ
の
神
雄
寺
な
る
寺
が
も
し
諸
兄
に
か
か

わ
る
遺
跡
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば

、
改
め
て
関
心
が

湧

い
て
き
ま
す
。

橘
諸
兄
。

『
天
平
の
母

・
天
平
の
子
』
で
も
触

れ
た
と
お
り

、
左
大
臣
　
正

一
位
と
い
う
身
分
と

位
に
ま
で
な

っ
た
人
物

の
こ
と
な

の
に
、
現
在
の

歴
史
学
の
中
で
は
語
ら
れ
ず
、
伝
記

一
つ
な

い
状

況
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
私
は
理
解
で
き
な

い
も

の
を
感
じ

、
こ
こ
に
は

「
日
本
歴
史
学
界

」
で
の

タ
ブ
ー
で
も
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
思

い
を
感
じ
、

橘
諸
兄

」
に

つ
い
て
の
諸
問
題

の
本
質
は
そ
ん

な
状
況
の
中
に
あ
る
な

、
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
は

『
天
平
の
母

・
天
平
の
子
』
の
中
で

も
多
少
触
れ
て
は
い
る
も
の
の

（
ｐ
一
九
二
～
二

〇
工Ｃ

、
ま
だ
十
分
煮

つ
め
さ
れ
な

い
で
い
た
こ

と
で
し
た
。
で
も

こ
の
ご
ろ
改
め
て
感
じ
始
め
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

紫
香
楽
　
恭
仁

・
難
波
京

、
そ
し
て
平
城
京

ヘ

の
還
都

。
聖
武
天
皇
は
周
辺
の
お
も
わ
く
に
惑
わ

さ
れ
て
、
都
う

つ
し
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
も
し
、

こ
の
こ
と
を
忌
憚
な
く
表
現
す
れ
ば

、

「
奈
良

の
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の
が
タ
ブ
ー
と
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
真
相

で
は
な

い
の
で
し

ょ
う
か
。

さ
ら
に
広
げ
て
言
え
ば

、
こ
の
こ
と
が
奈
良
時

代
と
平
安
時
代
の
接
点

の
時
代
に
お
け
る

「
語
る

の
も
憚
る

」
よ
う
な
他

の
諸
問
題
と
も
複
雑
に
か

ら
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
気
が
し
ま

す

。
私
は
以
前
か
ら
日
本
史
に
お
け
る
時
代
区
分

の
接
点

、
そ
の
推
移
状
況
の
中
で
最
も
語
ら
れ
て

い
な

い
時
代
が
こ
の

「
奈
良
時
代
と
平
安
時
代

の

境

い
目

」
と
い
う
時
代
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い

つ
つ
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す

。

こ
の
中
の

一
つ
に

『
万
葉
集
』
編
纂
の
問
題
も

あ
り
ま
す

。
橘
諸
兄
と
公
私
の
世
界
で
協
力
し
合

っ
た
大
伴
家
持

、
そ
し
て
諸
兄
と
共
に
編
纂
に
力

を
尽
く
し
た
こ
の
長
大
な

「
歌
集

」
。
関
東

・
み

ち
の
く
と
も
関
係
深

い
大
伴
家
持

。
そ
し
て
こ
の

歌
集
編
纂
そ
の
も
の
の
謎
も

、
同
じ
闇
と
か
ら
ん

だ
形
で
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
、
思

っ

て
い
ま
す
。

『
万
葉
集

』
は
現
在

、
学
者
の
世
界

で
は
、

一
部
例
外
は
あ

っ
て
も

、
文
学
の
世
界

の

も

の
と
し
て
歴
史
学
の
人
は
史
料
対
象
と
は
し
た

が
ら
な

い
の
で
す
が
、
こ
の

『
万
葉
集

』
の
中
に
、

歴
史
の
謎
を
解
く
様

々
な

「
健

・
が
あ
る
こ
と
を

思
わ
な

い
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
日
は
ず

い
ぶ
ん
長
く
メ
ー
ル
を
書

い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ち

よ
う
と
ま
と
め
て
お
き
た

い
思

い

に
駆
ら
れ
て
の
こ
と
で
し
た
。
ご
寛
容
あ
れ
…
…
。

以
上

、
私
信
の
内
容
を
示
す
の
も
ど
う
か
と
思

い
つ
つ
、

「
史
遊
会
通
信

」
の
原
稿
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

【
注

】
橘
諸
兄
が
若

い
頃
位
階
昇
進
し
て
行
く
状

況
の
背
後
に
、
時

の
元
正
女
帝

の
意
思
が
動

い
て

い
た
可
能
性
に

つ
い
て
、

「
史
遊
会
通
信

」
合
本

第
５
集

〈
史
遊
会
通
信
Ｎｏ

一
〇
〇
号

「
元
正
天
皇

と
橘
諸
兄

」
〉
の
拙
文
が
あ
る
。

※
―
月
の
総
会
で
確
認
さ
れ
た
幾

つ
か
の
事
項
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

一
、
役
員
の
留
任

顧
問
　
千
坂
精

一
　

三
戸
岡
道
夫
氏

（
順
不
同

）

運
営
幹
事
役
割

司
　
会
　
森
下
征
二
氏

〈
ム
　
計
　
鍋
屋
次
郎
氏

総
　
括

・
中
込
勝
則
氏

エ
ッ
セ
イ
集
の
編
集
　
中
山
喬
央
氏

一
、
エ
ッ
セ
イ
集
の
刊
行

原
稿

の
締
切
り
　
一二
月
末

要
項
は

「
史
遊
会
通
信

」
に

一
六
九
号
を
参
照

の
こ
と

一
、

「
史
遊

」

一
～
四
二
号

の
合
本
を
作
る

一
、
例
会
日
の
変
更

９
月
は
第
二
週

の
水
曜
日
　
３０
日

‐２
月

の
忘
年
会
は
第

一
週

の
水
曜
日
　
２
日

※
会
員

の
活
動

△
中
込
勝
則
氏

『
調
停
時
報
』

一
七

一
号

へ
寄
稿

と

　

、
ヽ
′
え
ん

〔
四
川
大
地
震
と

「
都
江
堰

」
　

「
楽
山
大
仏

の
こ
と

〕

Ａ
千
坂
精

一
氏

目
黒
区
社
会
教
育
団
体

「
歴
史
を
楽
し
む
会

」

で

´
月
よ
り

一
年
間
講
師

テ
ー
マ

「
戦
国
時
代
を
生
き
抜

い
た
上
杉
氏

」

※
新
会
員
の
紹
介

氏
　
名
　
　
山
本
鎮
雄
氏

生
年
月
日
　
昭
和
■
年
１１
月

住
　
所
　
　
小
金
井
市
梶
野
町
四
―
三

一
―

．
五

６
　
　
０
四
ｉ
ｌ
二
五

二
―
八
七
四

一

経
　
歴
　
　
広
島
県
立
女
子
大
学
助
教
授

日
本
女
Ｆ
大
学
教
授

（
社
会
学

）

興
味
あ
る
テ
ー

マ

ド
イ
ツ
社
会
学
　
新
明
正
道
研
究
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歴
史

の
謎
を
解
く
様

々
な

「
健

」
が
あ
る
こ
と
を

思
わ
な

い
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん

。

今
日
は
ず

い
ぶ
ん
長
く

メ
ー
ル
を
書

い
て
し
ま

者
　
童
日

『
社
会
学
的
世
界
』

（
恒
星
社
厚
生
閣

）

『
西
ド
イ
ツ
社
会
学
の
研
究

』

（
同

）

『
時
評
家
　
新
明
正
道
』

（
時
潮
社

）

『
新
明
正
道
―
綜
合
社
会
学
の
探
求
』

（
東
信
堂

）

今
後
の
計
画
　
雑
誌

『新
明
社
会
学
研
究
』

（
新

明
社
会
学
研
究
会
発
行

）
の
継
続

●
瀧
澤
中
著

『
幕
末
志
士

の

「
政
治
力
」
』

―

国
家
救
済
の
ヒ
ン
ト
を
探
る

祥
伝
社
新
書

八
〇
〇
円

十
税

●
三
戸
岡
道
夫
著

『
歴

史

遼

乱

』

栄
光
出
版
社

一
人
〇
〇
円
十
税

総
　
括
　
中
込
勝
則
氏

エ

ッ
セ
イ
集

の
編
集
　
中
山
喬
央
氏

、
エ

ッ
セ
イ
集

の
刊
行

日
本
女
子
大
学
教
授

（
社
会
学

）

興
味
あ
る
テ
ー

マ

ド
イ

ツ
社
会
学
　
新

明
正
道
研
究

祝

出

(H21.1.28)平成 21年度例会予定

Fll会 日 演 題 講演者 自由執筆者 〆切

1/28 姫路城 と千姫 島津隆子 相原・佐藤・森下 1/31

2/25 15～ 16世紀の世界と日本 大田精一 平山・中込・松川 2/28

3/25 マテオリッチの世界図を中心にして 高橋由貴彦 瀧澤 三ヽ戸岡・島津 3/31

4/22 千坂精一 柴田 山本 ・鯨 4/30

5/27 松川博光 大田・隆・中山 5/31

6/24 鯨 沸海 高橋 新井・千坂 6//30

7/22 討論会 (テーマは未定 ) 島津・相原・森下 7/31

9/30 鍋屋次郎 9/30

10///28 隆  恵 10/31

11/25 森下征二 今年感動した本全員(友の会員も) 11/30

12/ 2 忘年会 12/31


